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京都大学ジャパンゲートウェイ構想（JGP）
融合工学コース 物質機能・変換科学分野
Japan Gateway: Kyoto University Top Global Program

スーパーグローバルコース（TGC）
Top Global Course of Chemistry and Chemical Engineering

コース履修者募集説明会

日時：2月3日(水) 12:10～12:40
場所：A2-302号室

対象：化学，化学工学分野で世界で活躍することを夢見る，
博士課程進学を考えている4回生，修士

１. スーパーグローバルコースについて

京都大学では，先見性を重視する本学の精神にもとづき，戦
略性，創造性，展開性ならびに継続性をもって世界で活躍す
るグローバル人材を育成するトップ型日本モデルとして，
スーパーグローバル大学創成支援「京都大学ジャパンゲート
ウェイ構想」を平成26年度(2014年)より開始しました。この事
業の一環として，海外の大学院と連携したコースの設立に向
けての活動に工学研究科化学系6専攻も参画し，平成27年度
(2015年)よりスーパーグローバルコース（英語名：Top Global
Course)を開設しています。
プログラム履修候補生の募集等の詳細については，別途掲示
等にてお知らせします。カリキュラムについては，融合工学
コース「物質機能・変換科学分野」を参照してください。
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② カリキュラムポリシー
アドミッションポリシーで記した目的達成のため，化学・化

学工学分野で世界的トップレベルの海外教育研究機関との連
携・協力の強化を行い，化学・化学工学に関する先進的・学際
的な研究・教育を展開する。
・化学・化学工学分野においてトップレベルの研究者を招聘し，集

中講義を実施する。
・海外提携大学の化学・化学工学科の教員との共同研究の実施，そ

の研究を通した教育を実施する。
・海外提携大学の化学・化学工学科での研究インターンシップを実

施する。
・海外提携大学の化学・化学工学科とのジョイントコースの設立を
目指し，その準備段階として海外提携大学で取得した単位の認定

制度を検討する。
・博士後期課程での履修に必要な授業科目は全て英語で開講する。

これらの教育を通して，化学・化学工学の各分野で，成果を世
界に発信できる能力を有する研究者・技術者を育成する。

○応募要件
本コースでは，化学系専攻が係わる各分野において，

広い視野で自ら考え，解決策を構築し，またその考えを
世界に発信できる能力を有する研究者・技術者を育成し
国際社会に送り出すプログラムを実施する。・・・略

1．募集人員
コース履修者 6名〜10名程度

2．出願資格
令和3年4月に，先端化学専攻群，創成化学専攻群，ま

たは化学工学専攻の修士課程（修士課程教育プログラム，
博士課程前後期連携教育プログラム）に入学・在籍予定
者（修士課程１，２回生），あるいは博士後期課程に進
学（編入学）・在籍予定者（博士後期課程１回生）で，
博士（工学）の学位取得を目指す者。
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3．出願手続
京都大学大学院工学研究科Aクラスター事務区教務掛（宛

先は，8.出願書類提出先を参照のこと）へ書留速達郵便もし
くは持参にて提出すること。
１英文履歴書（様式任意，A4サイズ１枚）
２英文研究実績・計画書（様式任意）
３指導教員の推薦書（様式任意，一通）
４TOEFL/TOEIC/IELTSの成績（証明書）原本

なお，他大学の入学試験のために，原本を提出している場合は，
コピーも可とするが，その旨申し出ること。TOEFL/TOEIC/IELTS等
の受検経験がないために（４）の書類を準備できない学生，海外で
長らく英語による学業に就き，英語を用いた学習・研究に関し既に
高い能力を持つ学生については，上記試験の成績原本提出を当該学
生に課さずに，英語力の判定を口頭試問時に行う場合がある。

願書受付期間：
令和3年2月8日（月）～令和3年2月19日（金）午後５時必着

4．コース履修者の選抜方法
書類審査において総合的に判断し所定の基準に達した者

に対して，英語での口頭試問（過去の研究経過ならびに今
後の研究計画を英語で発表・質疑応答）を実施し，口頭試
問の成績・指導教員の推薦書・出願書類に記載の研究実
績・計画書の内容を総合して合否を判定する。

口頭試問
令和3年3月2日(火)（時間は別途通知）に口頭試問を行い，

JGP関連教員が評価する。

5．コース合格者の発表
コース履修者の合格発表は，令和3年3月12日(金)に行う

（合否について，各出願者へ別途通知する）。選抜された
学生は，令和3年4月から本コースに正式に進む。なお，
コース履修者は融合工学コース物質機能・変換科学分野に
所属し，所定の学修・研究に取り組む。
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コース修了要件

１．工学研究科博士課程前後期連携教育プログラムの融合工
学コース，物質機能・変換科学工学分野のスーパーグロー
バルコースに所属し，別途定める規定の単位を取得するこ
と。

２．JGPセミナーとJGP国際インターンシップを，併せて1.5単
位以上取得すること。

３．博士論文（含草稿）に対して海外教授の指導を受けるこ
と，もしくは，海外研究機関で1ヶ月以上のインターンシッ
プ研修を行うこと。

４．物質機能・変換科学分野において必要な研究指導を受け，
工学研究科の行う博士論文の審査及び試験に合格すること。

修了に必要な単位

科目区分

単位数
5年型 3年型

修士課程 博士後期課程 博士後期課程

コア科目 4単位以上 6単位以上 2単位以上

Major科目 8単位以上 10単位以上 2単位以上

Minor科目 4単位以上 6単位以上 2単位以上

ORT科目 8単位以上 10単位以上 2単位以上

その他の科目 必要に応じて指導教員の承認を得て履修

合計 30単位以上 40単位以上 10単位以上
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修了に必要な単位

毎週時数

単位

科目区分 履修指定

前期 後期
コア
科目

Major
科目

Minor
科目

ORT
科目

5年型 3年型,5年型

春 夏 秋 冬 修士 博士
SGC
博士

2 1.5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 1.5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(4)科目標準配当表（物質機能・変換科学分野（融合工学コース））

化学系融合コース（物質機能・変換科学分野）の中
でSGCの欄に○がついている科目から履修すること

6．学習助成

グローバルに活躍できる人材を育成するために，化学系
各分野で世界的トップレベルの海外教育研究機関との連
携・協力の強化を行い，化学系各分野での先進的・学際的
な研究教育を展開する。そのプログラムのなかで海外の大
学において研究インターンシップを実施する。海外の大学
においてインターンシップを実施する場合においては，渡
航費および海外の大学への登録費を補助する。ただし，本
プログラム履修は，履修者全員に対して海外の大学での研
究インターンシップ実施を保証するものではない。
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活動の詳細は，ユニットのWeb‐site参照
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ユニット会議委員

JGP化学系オフィス
A3棟152号室
Tel: 2878 古谷（3月以降は北尾）

専攻 氏名 電話

材料化学 大塚 浩二 15-2447
材料化学 中尾 佳亮 15-2443

物質エネルギー化学 陰山 洋 15-2506
物質エネルギー化学 安部 武志 15-2487

分子工学 今堀 博 15-2566
分子工学 関 修平 15-2572
高分子化学 秋吉 一成 15-2589
高分子化学 大内 誠 15-2600

合成・生物化学 村上 正浩 15-2747
合成・生物化学 跡見 晴幸 15-2777

化学工学 河瀬 元明 15-2663
化学工学 佐野 紀彰 15-2664
化学工学 大嶋 正裕 15-2666


